
自治会活動は地域福祉の原動力

自治会に加入しましょう！
加入は地域の
行政区役員へ
ご連絡ください。
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主催　社会福祉法人愛川町社会福祉協議会
　　　愛川町ボランティア連絡協議会

　ふれあい広場は、障がいのある人も　ふれあい広場は、障がいのある人も
ない人も、ボランティア団体等によるない人も、ボランティア団体等による
交流ゲームや模擬店コーナーなどを通交流ゲームや模擬店コーナーなどを通
して、楽しく「ふれあう」ことを目的して、楽しく「ふれあう」ことを目的
に開催します。みなさん、ご近所お誘に開催します。みなさん、ご近所お誘
い合わせのうえ、ご参加ください。い合わせのうえ、ご参加ください。

～友情の～友情の輪輪を広げて～を広げて～

9：15～11：459：15～11：45
雨天
中止

会場 田代運動公園

参加される方は受付をしていただくようお願いいたします。受付時間は、午前10時30分までです。

●グラウンド・ゴルフ  ●魚つりゲーム  ●昔あそび
●ストラックアウト  ●各種模擬店  ●その他いろいろ

ふふれれああいい広広場場

送迎バスを運行します

どなたでも参加できますので
お気軽にご来場ください。 楽しいゲームがたくさん!

第第4343回回

99月月1414日日土土

※�各方面とも帰りは、逆の順路になり※�各方面とも帰りは、逆の順路になり
ます。ます。

時 刻 停車場所
8：29 愛川高校前バス停
8：30 高峰小学校前バス停
8：31 三増下宿バス停
8：32 三増バス停
8：33 中里遊園地前バス停
8：34 上三増バス停
8：38 中原バス停
8：41 愛川中学校前バス停
8：45 原下バス停
8：46 学校入口バス停

時 刻 停車場所
8：47 撚糸組合前バス停

8：48 半原バスターミナル前バス停
8：49 川北バス停
8：50 愛川大橋バス停

8：51 愛川ふれあいの村野外センター前バス停
8：52 原臼バス停
8：53 細野橋バス停
8：58 半僧坊前（県道）バス停
9：00 会場（田代運動公園）

三増・半原方面

中津・春日台・小沢方面
時 刻 停車場所
8：12 箕輪辻バス停
8：13 梅沢バス停
8：16 小沢坂下（町循環バス）バス停
8：17 小沢坂上（町循環バス）バス停

8：19 大塚児童館入口（町循環バス）バス停
8：21 六倉（町循環バス）バス停
8：24 春日台入口バス停
8：25 春日台１丁目バス停
8：27 春日台団地入口バス停
8：42 坂本バス停（役場方面）

時 刻 停車場所
8：44 桜台バス停
8：45 運輸支局入口バス停
8：46 一本松バス停
8：48 局前バス停
8：49 中津バス停
8：50 東中学校前バス停
8：52 愛川町役場バス停
8：55 下之街道バス停
8：56 宮上バス停
8：57 下戸倉バス停
9：00 会場（田代運動公園）

社協

ああいいかかわわ
社会福祉協議会は、皆さまの参加と協力により社会福祉協議会は、皆さまの参加と協力により
地域福祉をすすめる民間の団体です。地域福祉をすすめる民間の団体です。

検 索愛川町社会福祉協議会

お問い合わせは、お気軽にどうぞお問い合わせは、お気軽にどうぞ

インターネットからはインターネットからは
046-285-2111046-285-2111㈹㈹TEL2024
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　町社協は、福祉活動の中核として、地域住民、関係行政機関等と協力のうえ、民間社会福祉団体としての特質
を活かしつつ、『住民総参加によるふれあいのまちづくり』を目標に事業を実施しています。令和5年度は事業計
画に基づき、下記に記載の事業に取り組みましたので、事業の概要と決算の状況について報告します。

令和5年度　事業報告

　福祉への理解や社協活動についてお知らせするため
広報紙を発行しました。
　広報紙は、愛川町社協ホームページでもご覧いただ
けます。

●社協あいかわ　年2回　7/15、1/15
●社協あいかわお知らせ版
	 年3回　5/15、9/15、11/15

広報紙の発行

法 人 運 営
　執行機関、監査機関、議決機関により適切な法人運
営の確保を図りました。
　また、地域福祉活動計画、社協発展計画の進行管理
を行いました。

●理事会6回　　●評議員会3回
●監事会2回　　●各種委員会への委員派遣
●各種計画への参画　など

　愛川町の指定管理者として、就労することが困難な
知的障がい者等を対象とした就労継続支援B型事業所
を運営しました。

事業所名　愛川町ありんこ中津作業所
　　　　　愛川町ありんこ高峰作業所
●�利用者　中津18名、高峰10名（令和6年3月31日
現在）

●就労に必要な技能習得訓練の実施
●生活習慣習得指導等の実施

ありんこ作業所の運営

会　員
　会員制度は、町民みなさんや企業等が社協の組織や
諸活動への理解のもと、事業活動に直接または間接的
に参加していただくための制度で、会員になることで
地域福祉を支える大きな力となります。

●特別会員　88口（法人等会員　69事業所）　
●賛助会員　83口　●一般会員　6,350口

権利擁護事業
　判断能力が不十分な方への権利擁護事業を実施しま
した。

【日常生活自立支援事業】
●相談件数　874件　　●契約者数　7名
【法人後見事業】
●受任件数　後見類型3件、保佐類型2件
【愛川町権利擁護支援センターの運営】
成年後見制度の利用促進と円滑な制度運営が図られ
るよう、町内の支援体制構築を推進するための愛川
町権利擁護支援センターの運営を行いました。
●成年後見・権利擁護相談会の毎月開催
●成年後見制度普及啓発講演会の開催

福祉総合相談
　福祉に関する各種相談に応じました。

●福祉サービス　 174件　　●貸付　　　61件　　
●ボランティア　　85件　　●権利擁護　20件
●福祉機器　　　　11件　　●その他　　63件

ボランティアセンターの運営

　ボランティアを必要としている人や活動をしたい人
をつなげたり、ボランティア登録をしている人への情
報提供、ボランティアを育成するため講座等を開催し
ました。

●ボランティアサマースクール
●シニアボランティア養成講座
●ボランティア等グループスキルアップ講座
●災害ボランティアコーディネーター養成講座
●ボランティアのつどい　など

地域包括支援センターの運営
　高齢者が住み慣れた地域で、尊厳あるその人らしい
生活が継続できるように総合相談、権利擁護、介護予
防ケアマネジメントの事業を行いました。

●相談件数　5,837件
●ケアプラン作成件数（介護保険）　2,142件
●ケアプラン作成件数（総合事業）	 966件
●地域ケア会議の開催　4回
●地域介護予防活動支援事業　13回
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　民間社会福祉団体としての社会福祉協議会が事業を
推進し、運営していくための基本財源は、会費などの
自主財源と補助金（委託金）などの公費助成が主なもの
となります。令和5年度の町社協事業は、皆様からお
寄せいただいた会費や寄付金、共同募金配分金、神奈
川県社会福祉協議会や愛川
町からの補助金・委託金、
また、介護保険事業収入や
障害福祉サービス等事業収
入を財源に実施しました。

令和5年度　決算報告

令和5年度　決算の概要（法人全体） 令和6年3月31日現在
収　　入

科　　目 決算額
会費収入 3,705,000円
分担金収入 0円
寄附金収入 3,258,419円
経常経費補助金収入 46,934,834円
受託金収入 44,739,578円
貸付事業収入 225,000円
事業収入 11,107,237円
介護保険事業収入 13,714,918円
就労支援事業収入 5,846,458円
障害福祉サービス等事業収入 36,054,634円
受取利息配当金収入 4,756円
その他の収入 2,275,843円
基金積立資産取崩収入 9,752,650円
積立資産取崩収入 4,195,000円
事業区分間繰入金収入 470,000円
拠点区分間繰入金収入 1,973,450円
サービス区分間繰入金収入 22,193,798円
その他の活動による収入 2,192,710円
前期末支払資金残高 30,012,506円

合　　計 238,656,791円

支　　出
科　　目 決算額

人件費支出 125,025,916円
事業費支出 23,787,367円
事務費支出 6,624,175円
就労支援事業支出 4,963,588円
収益事業支出 4,421,342円
貸付事業支出 180,000円
共同募金配分金事業費 2,881,629円
助成金支出 2,685,000円
負担金支出 1,109,408円
その他の支出 263,010円
固定資産取得支出 507,650円
基金積立資産支出 3,921,394円
積立資産支出 1,563,500円
事業区分間繰入金支出 470,000円
拠点区分間繰入金支出 1,973,450円
サービス区分間繰入金支出 22,193,798円
その他の活動による支出 4,170,590円
予備費支出 0円
当期末支払資金残高 31,914,974円

合　　計 238,656,791円

　地域福祉・在宅福祉の推進を目的に各種事業を実施しました。

●初めてのスマホ体験教室
●�あいかわ福祉のひろば
	 （わいわいスペース）
●福祉講演会
●ふれあい広場
●�愛川の底力住民委員会の
開催

●町内小・中・高等学校での福祉教育
●福祉職従事者研修会
●�ふれあいショップ希望運営における地域共生社会実
現の取り組み

●障がい児サロン「わんぱくラブ」
●福祉機器貸与事業

●理髪サービス事業
●高齢者サロン活動支援事業
●�エンディングノート「わたしのこれからノート」の
配布

●あたまの体操教室
●ひとり暮らし高齢者安否確認事業
●高齢者買い物支援事業
●�住民参加型送迎サービス「愛川お助け便」　利用者延
べ275名

●フードバンクあいかわ　45件の食料提供
●あいかわ福祉サービス協会　利用者延べ355名
●能登半島地震発生に伴う被災地への職員派遣　など

その他、地域福祉・在宅福祉各種事業の実施

　愛川町から次の事業を受託し実施しました。

虚弱な高齢者
●ミニデイサービス事業　利用者延べ746名

町 受 託 事 業

心身障がい者
●移送サービス事業　利用者延べ178名
ひとり暮らし高齢者
●訪問給食サービス事業　配食数延べ8,098食

資産の部 320,356,979円 負債の部 94,907,483円
純資産の部 225,449,496円

資産の部合計 320,356,979円 負債及び純資産の部合計 320,356,979円
貸借対照表
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「愛川町権利擁護支援センター」のご紹介
　町社協では、愛川町の委託を受け、令和5年10月1日から「愛川町権利擁護支援センター」を運営しています。
　「愛川町権利擁護支援センター」は「権利擁護支援の地域連携ネットワーク」の中核機関として、関係機関と
連携し、成年後見制度の利用促進を図るとともに、制度の相談や広報・啓発等を行う機関です。

★�住み慣れた愛川町で安心して自分らしく暮らすことが出来るように、その方の権利を守るための相談やお
手伝いをしていますので、お気軽にご連絡ください。

セ
ン
タ
ー
の
４
つ
の
機
能

　町民や関係機関の方々
に向けて、成年後見制度
などの権利擁護支援に関
する情報を周知、広報を
行います。

広報機能

　制度の利用を必要とする方が適切な支援につ
ながるよう、相談機関への支援、受任調整支援、
担い手の育成・活動支援等を行います。

成年後見制度利用促進機能

　町内にお住まいの方で、成年後見制度の利用を必要とする方や
その家族、支援者や関係機関からの相談をお受けします。
　センター長には福祉に精通した弁護士を配置しておりますの
で、法律に関するご相談にも対応しています。身近な地域の相談
窓口として活用ください。

相談機能

　後見人等が支援関係者や地域と連携で
きるチームづくりを目指して、日常的な
相談に応じます。　

後見人支援機能

電話　046-285-2111　　内線　3791

ありんこ作業所補助指導員募集
ありんこ作業所に通う利用者（所員）を支援する補助指導員を募集します。

業務内容 知的障がい者等が通所する作業所で作業訓練等の支援

募集人員 1名 勤務場所 ありんこ中津作業所（中津745-5）

勤務時間 週3日程度／午前9時～午後4時

その他 車（普通免許）による荷物等の運搬業務もあります

問合せ先 内線3793

時　給 本会給与規程による

　社会福祉協議会が法人として後見人となり、認知症や障がいなどで判断
能力が十分でない方の権利を守るため、日常的な金銭管理、身上監護等を
中心とした日常生活の支援を行います。

法人後見事業

　月1回、行政書士による成年後見制度や遺言の活用、高齢者を狙った消費
者被害等に対する専門的なアドバイスを目的に相談会を開催しています。
　相談会の日程はお問い合わせください。

権利擁護相談会の実施

日常生活自立支援事業 　認知症や障がいなどで判断能力が低下した方を対象に、日常的な金銭管
理や福祉サービスの利用援助を行います。

1
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センターで行っているその他の事業
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　視覚障がいを理解し、町
広報紙や町社協広報紙、本
などを声に出して読む音声
訳（朗読）ボランティアの養
成講座を開催します。

音声訳ボランティア養成講座　参加者募集

場　所   �町福祉センター3階会議室時　間   午後1時30分〜3時30分 費　用   �無料

申込・問合せ   �内線3794主　催   �愛川町録音ボランティアグループかえでの会

日　程 内　容
1 9月  5日（木） ◎開講式　音声訳の基礎、発声・発音・活舌
2 9月12日（木） アクセント・鼻濁音・無声化・長音化等
3 9月19日（木） 音声訳技術　アナウンス読みについて
4 9月26日（木） 広報・議会だよりの読み方実習　◎閉講式

　誰もができる簡単な読み書き・計算の教材を使って、楽しく認知症を
予防しませんか。

楽しみながら認知症の予防！ あたまの体操教室

場　所   福祉センター　3階会議室
日　時   令和6年9月から令和7年2月までの毎週木曜日　午前9時30分又は10時30分からの1時間程度

募集人数   町内在住で65歳以上の方16名（応募者多数の場合は抽選）
費　用   1ヶ月1,200円（1ヶ月ごとに集めます） 持ち物   筆記用具

締め切り   �7月31日（水）

ボランティア情報
ボランティアに関する問い合わせは、
あいかわボランティアセンター

電話 046-285-2111  内線 3793

　中学生・高校生を対象に、高齢者への理解
と関心を高めるとともに将来や自分自身の
生き方について考える機会となるよう、町内
高齢者施設の見学・体験学習を開催します！
　「ボランティア活動に関心があるけれど、
なかなか機会がない…」、「普段できない体験
をしてみたい」そんな学生のみなさん、この
夏休みに思い出づくりしてみませんか。

ボランティアサマースクール

対　象   �町内在学・在住の中学生、高校生場　所   愛川町福祉センター、町内高齢者施設等
費　用   �無料

申込事項   �① 氏名、② 学校名・学年、③ 住所・連絡先、④ その他連絡事項
締め切り   �7月31日（水） 問合せ   �内線3793 {aishakyo@shakyo-aikawa-kanagawa.jp

服　装   �動きやすい服装（学校指定ジャージ、トレーニングウエア） 申込方法   �電話、メール、社会福祉協議会窓口
持ち物   �筆記用具、飲み物

開催日時　8月7日（水）　午前9時30分～午後4時30分　
体験プログラムの一例

午前の部 ・高齢者施設ってどんなところ？
・施設案内　・車椅子の操作方法について

昼食・休憩

午後の部 ・利用者とのコミュニケーション
・レクリエーション　・振り返り、質疑応答

（プログラムは一部変更になる場合があります。）

申込・問合せ   �内線3793
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善意のご寄付ありがとうございました
令和5年10月1日～令和6年5月31日までに次の方々からご寄付がありました。（敬称略・順不同）令和5年10月1日～令和6年5月31日までに次の方々からご寄付がありました。（敬称略・順不同）

寄付物品　プルタブ・古切手・ベルマーク・大人用紙おむつ・食料品などをお寄せいただいた皆様

寄付金　2,654,941円

寄託金品

⃝相模野カントリー倶楽部
⃝かわせみN.O
⃝�愛川町資源リサイクル協同組合
　代表理事　岡田 茂宣
⃝佐藤 毅
⃝愛甲商工会
⃝厚木愛甲地区更生保護女性会
⃝大成建設　横浜支店　OB会
⃝ブティックくら　梅沢

⃝�有限会社伸光産業　代表取締役
　齋藤 絹枝
⃝中央労働金庫　愛川支店
⃝�中央労働金庫　愛川支店
　推進幹事会
⃝�株式会社桜建築事務所
　さくらまつり実行委員会
⃝深澤 善司
⃝国際ソロプチミスト愛川

⃝AGC労働組合　相模支部
⃝居酒屋　しず
⃝三菱ふそう労働組合　本社支部
⃝�公益社団法人　神奈川県宅地
　建物取引業協会　県央支部
⃝日本発条労働組合　厚木支部
⃝井上 楓子
⃝一般社団法人　生命保険協会
　神奈川県協会

⃝NPO法人　あいかわ工房
⃝大塚ふれあいの会
⃝都市環境サービス株式会社
⃝株式会社シンクスコーポレーション
⃝愛川町ターゲット・バードゴルフ
　協会
⃝北村 紀子
⃝増渕 明美
⃝匿名（5件）

⃝半原山　顕妙寺　檀信徒一同
⃝�鴻池運輸株式会社厚木定温流通
センター営業所
⃝かわせみN.O
⃝栁澤 てい子
⃝萩原 ハツエ
⃝斉藤 芳子
⃝愛川町環境経済部環境課
⃝石塚 真司
⃝�生活協同組合ユーコープ
　西湘１エリア会
⃝株式会社原島デンキ

⃝�社会福祉法人愛伸会
　志田山ホーム
⃝県立愛川ふれあいの村
⃝天○まさ
⃝臼井 美惠
⃝村田 勇雄
⃝愛川町森林組合
⃝熊坂 幸恵
⃝小原 千代美
⃝有限会社レイ電化サービス
⃝株式会社トーホー　愛川工場
⃝両向高砂会

⃝NPO法人　さがみ
⃝春日台いきいき100歳体操
⃝長谷川 千佐子
⃝都澤 孝
⃝ニッパツハーモニー
⃝井上 美恵子
⃝白井 昭子
⃝一粒の会
⃝森下 裕
⃝社会福祉法人愛川舜寿会　ミノワ
　ホーム　施設長　馬場 惠美子
⃝株式会社朝日美装　半原会

⃝�神奈川県西北地区郵便局長夫人会
⃝一ツ井菅原婦人会
⃝AGC株式会社　相模工場
⃝大貫繊維株式会社
⃝県央愛川農業協同組合
⃝ティーエスエンバイロ株式会社
⃝�ボーイスカウト愛川第1団OB会
⃝長内 裕子
⃝匿名（15件）

　皆様から寄せられた会費は、事業計画に基づき、地域福祉推
進のための事業、ボランティア育成事業、広報活動などの事業
に活用されます。
　また、ご協力いただいた会費が貴重な財源として大きな役割
を果たすとともに、社協会員として会費を納めていただくこと
により、住民の皆様も社協のサポーターとして地域福祉活動に
ご参加いただく機会となります。
　年間を通して会員募集をしていますので、ぜひご協力をお願
いします。

※�お住まいの地域の行政区を通じて、会員募集・会費納入を行います。
また、社協窓口での会費納入手続きも受付しています。
※�会費は社協事業の趣旨等にご賛同いただいた方にご協力をいただ
く「任意」のものであり、強制ではありません。

　社会福祉協議会（略して「社協」）は、住民の皆様による会員組織を基
盤とし、「誰もが安心して暮らせる福祉のまちづくり」を進める民間の社
会福祉法人です。

一般会員 500円 賛助会員 1,000円 特別会員 5,000円

会 い
社会福祉協議会

員 加 入 の お 願
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